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－令和 5年 12 月号－

米
穀
情
勢

１
．
令
和
５
年
産
米
の
作
柄
概

況
に
つ
い
て（
表
１
）

　

９
月
25
日
現
在
の
水
稲
の
作

柄
は
、
北
海
道
、
関
東
が
作
況

1
0
2
～
1
0
4
の「
や
や
良
」、

東
北
、
東
海
、
近
畿
、
中
国
、

四
国
、
九
州
、
沖
縄
が
作
況
99

～
1
0
1
の「
平
年
並
み
」、
北

陸
が
97
の「
や
や
不
良
」と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
全
国
の
10
ａ
あ

た
り
の
予
想
収
量
は
5
3
4
㌔

㌘（
前
年
産
▲
２
㌔
㌘
）と
見
込

ま
れ
て
お
り
、
作
況
指
数
は

1
0
0
の「
平
年
並
み
」と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

山
形
県
の
令
和
５
年
産
水
稲

作
付
面
積
は
６
万
7
4
0
0
㌶

（
前
年
産
▲
5
0
0
㌶
）、
う
ち

主
食
用
作
付
面
積
は
５
万

2
4
0
0
㌶
で
、
前
年
産
に
比

べ
3
0
0
㌶
減
少
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
ま
た
、
水
稲
の
10
ａ
当

た
り
予
想
収
量
は
5
8
9
㌔
㌘

（
前
年
産
▲
５
㌔
㌘
）と
見
込
ま

れ
ま
す
。
全
も
み
数
が
平
年
に

比
べ「
や
や
少
な
い
」と
な
っ
た

も
の
の
、
登
熟
は
お
お
む
ね
順

調
に
推
移
し
た
た
め
、
山
形
県

全
体
と
し
て
は
作
況
指
数

「
1
0
0
」の「
平
年
並
み
」と
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
、
主

食
用
の
予
想
収
穫
量
は
30
万

8
6
0
0
㌧
で
、
前
年
産
に
比

べ
て
4
4
0
0
㌧
の
減
少
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

２
．
需
給
見
通
し
に
つ
い
て

（
表
２
）

　

令
和
５
年
６
月
末
の
民
間
在

庫
数
量
は
1
9
7
万
㌧（
確
定

値
）で
あ
り
、
在
庫
数
量
の
適

正
水
準
と
言
わ
れ
る
1
8
0
万

㌧
～
2
0
0
万
㌧
の
範
囲
内
に

あ
り
ま
す
。
令
和
４
年
６
月
末

で
の
2
1
8
万
㌧
と
過
剰
な
在

庫
量
に
対
し
、
需
給
環
境
は
大

幅
に
改
善
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
５
年
産
主
食
用
米
等
の

生
産
数
量
は
、
農
水
省
の
推
定

で
6
6
2
万
㌧
と
さ
れ
、
こ
の

結
果
、
令
和
５
／
６
年
の
供
給

量
合
計
の
見
通
し
は
8
5
9
万

㌧
と
な
り
ま
す
。
令
和
５
／
６

年
の
需
要
量
見
通
し
は
、
6
8
2

万
㌧
と
設
定
さ
れ
、
差
し
引
き

か
ら
令
和
６
年
６
月
の
民
間
在

庫
は
1
7
7
㌧
と
推
定
さ
れ
ま

す
。

　

令
和
６
／
７
年
主
食
用
米
等

需
要
量
が
6
7
1
万
㌧
と
示
さ

れ
て
お
り
、
６
年
産
主
食
用
米

等
生
産
量
を
４
年
産
と
同
水
準

で
あ
る
6
6
9
万
㌧
と
す
る
こ

と
で
、
令
和
７
年
６
月
末
民
間

在
庫
量
は
1
7
6
万
㌧
と
、
さ

ら
に
需
給
環
境
が
引
き
締
ま
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

３
．
５
年
産
米
の
品
質
に
つ
い

て（
表
３
）

　

令
和
５
年
７
月
か
ら
８
月
に

か
け
て
全
国
各
地
で
記
録
的
な

猛
暑
と
な
り
、
降
水
量
は
平
年

の
半
分
に
満
た
な
い
地
域
が
多

く
み
ら
れ
ま
し
た
。
一
部
の
地

域
で
、
高
温
と
渇
水
が
イ
ネ
の

生
育
に
影
響
し
、
白
未
熟
粒
な

ど
が
例
年
に
比
べ
て
多
く
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
全
国
の
１
等
米
比
率
は
大
幅

に
低
下
す
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

山形県産米の更なる
ブランド確立に向けて！

宗　田　亮　輔JA全農山形　消費地販売部総合販売課

表２.今後の需給見通し（10月19日食糧部会）

表1.令和５年産作柄概況（9月２５日現在、農水省）

（単位：万㌧）

注.ラウンドの関係で加減が一致しない箇所がある。

～米穀情勢および県産米の販売状況について～

項目 算式 量

R
5
／
6
年

5年6月末民間在庫量 A 197
5年産主食用米等生産量 B 662
供給量計 C=A＋B 859
需要量 D 682
6年6月末民間在庫量 E=C-D 177

R
6
／
7
年

6年産主食用米等生産量 F 669
供給量計 G=E＋F 847
需要量 H 671
7年6月末民間在庫量 I=G-H 176
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－令和 5年 12 月号－
　

山
形
県
内
に
お
い
て
も
同
様

の
影
響
を
受
け
、
県
全
体
と
し

て
の
１
等
米
比
率
も
41
・
7
％

下
落
し
ま
し
た
。
県
内
主
要
銘

柄
と
し
て「
つ
や
姫
」36
・
2
％

下
落
、「
雪
若
丸
」7
・
0
％
下

落
、「
は
え
ぬ
き
」53
・
0
％
下

落
と
な
り
、
主
な
落
等
理
由
し

て
は
高
温
障
害
に
よ
る
白
未
熟

粒
が
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

４
．
山
形
県
産
米
の
販
売
状
況

　

山
形
県
産
米
の
主
要
銘
柄
で

あ
る「
は
え
ぬ
き
」、「
つ
や
姫
」

「
雪
若
丸
」の
状
況
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
と
お
り
で
す
。

「
は
え
ぬ
き
」

　
「
は
え
ぬ
き
」は
ブ
レ
ン
ド
特

性
に
優
れ
、「
炊
き
増
え
率
」「
味

度
値
」「
食
味
値
」が
高
く
、
大

手
コ
ン
ビ
ニ
、
回
転
寿
司
、
駅

弁
等
の
業
務
用
と
し
て
も
広
く

ご
採
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
か
ら

の
経
済
回
復
を
受
け
、
外
食
や

中
食
な
ど
業
務
用
を
中
心
に
需

要
が
回
復
し
て
い
る
こ
と
や
、

品
質
の
安
定
性
や
値
ご
ろ
感
か

ら
家
庭
用
向
け
の
お
取
り
扱
い

が
増
え
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、

非
常
に
引
き
合
い
の
強
い
環
境

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
需
給
環

境
に
左
右
さ
れ
ず
、
実
需
・
米

穀
卸
の
方
々
に
は
継
続
使
用
い

た
だ
け
る
よ
う
ブ
ラ
ン
ド
価
値

を
さ
ら
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
結
び

つ
き
を
強
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

安
定
集
荷
・
販
売
に
つ
と
め
て

ま
い
り
ま
す
。

「
つ
や
姫
」

　
「
つ
や
姫
」は
、
今
年
で
デ
ビ

ュ
ー
14
年
目
を
迎
え
ま
す
。
生

産
者
の
皆
様
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

の
お
か
げ
で
、
全
国
有
数
の
ト

ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
、
そ

の
地
位
を
確
立
し
て
お
り
ま
す
。

米
穀
卸
様
か
ら
も
、
固
定
客
が

離
れ
な
い
大
事
な
商
品
と
し
て
、

非
常
に
高
い
評
価
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
依
然
と
し
て
高
価

格
帯
銘
柄
は
飽
和
状
態
に
あ
り

ま
す
。
既
存
の
青
森「
青
天
の

霹
靂
」、
新
潟「
新
之
助
」の
他
、

秋
田
か
ら
は
新
品
種「
サ
キ
ホ

コ
レ
」が
本
格
デ
ビ
ュ
ー
し
ま

し
た
。
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
活
動
に

取
り
組
み
、
生
産
者
の
皆
様
の

努
力
を
販
売
に
繋
げ
ら
れ
る
よ

う
つ
と
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
雪
若
丸
」

　

今
年
で
本
格
デ
ビ
ュ
ー
６
年

目
を
迎
え
る「
雪
若
丸
」は
、
人

気
俳
優
を
起
用
し
た
Ｃ
Ｍ
効
果

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
に
よ
る

各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
掲
載
な
ど
、

年
々
、
知
名
度
が
上
昇
し
て
お

り
ま
す
。
大
手
レ
シ
ピ
サ
イ
ト

や
料
理
教
室
と
の
コ
ラ
ボ
な
ど
、

他
県
銘
柄
に
は
な
い
独
自
の
広

告
宣
伝
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

家
庭
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

業
務
用
と
し
て
の
販
売
も
増
え

て
き
て
お
り
、
お
客
様
か
ら
も

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
多
方
面
で
適
性
が
あ
り
、

銘
柄
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
高
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

雪
若
丸
の
主
な
魅
力
は
、
際
立

つ
白
さ
、
つ
や
の
あ
る
外
観
、

粘
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
粒
感

の
バ
ラ
ン
ス
で
す
。
一
度
食
べ

て
い
た
だ
け
ば
美
味
し
さ
や
そ

の
特
徴
が
伝
わ
り
ま
す
。
試
食

販
売
や
販
促
イ
ベ
ン
ト
も
解
禁

と
な
っ
て
お
り
、
積
極
的
に
喫

食
機
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
で
、

「
雪
若
丸
」の
更
な
る
知
名
度
向

上
・
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を
は
か
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
と
め

　

全
農
山
形
県
本
部
で
は
、
生

産
者
の
皆
様
は
じ
め
、
関
係
各

所
の
皆
様
の
努
力
の
結
晶
で
あ

る「
山
形
県
産
米
」を
全
国
の
消

費
者
に
お
届
け
す
る
た
め
、
こ

れ
か
ら
も
販
売
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
全
職
員
一
丸
と
な

っ
て
つ
と
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
何
卒
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

写真1.つや姫レディの販促風景

表３.令和５年産米の農産物検査結果（9月３0日 農水省）

県　名 品　種
１等米比率（％）

５年産 ４年産 前年差

山形県　 つや姫 63.0 99.2 ▲35.2

山形県　 雪若丸 91.1 98.1 ▲7.0

山形県　 はえぬき 43.2 96.2 ▲53.0

山形県 平均 54.7 96.4 ▲41.7

北海道　　ゆめぴりか 86.8 97.0 ▲10.2

青森県　 青天の霹靂 55.8 94.7 ▲38.9

秋田県　 あきたこまち 61.8 93.0 ▲31.2

宮城県　 ひとめぼれ 87.4 97.7 ▲10.3

新潟県　 コシヒカリ 3.6 80.2 ▲76.6

全国 平均 59.6 75.8 ▲16.2
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－令和 5年 12 月号－

1
は
じ
め
に

　

当
室
で
は
、
い
ち
ご
の
生
産

が
難
し
い
夏
期
高
温
期
に
も
、

安
定
し
た
収
量
や
品
質
が
期
待

で
き
る
四
季
成
り
性
い
ち
ご
品

種
を
育
成
す
る
研
究
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
今
回
、
当
室
で
育

成
し
た
山
形
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
い

ち
ご
新
品
種「
山
形
Ｓ
７
号
」が

令
和
５
年
10
月
に
出
願
公
表
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
育
成
に
至
る

背
景
と
特
徴
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

2「
山
形
Ｓ
７
号
」の
育
成

経
過

⑴
背
景

　

国
内
の
い
ち
ご
生
産
は
、
大

部
分
が
冬
春
期（
11
～
５
月
）に

か
け
て
出
荷
す
る
作
型
で
あ
り
、

夏
秋
期（
６
～
10
月
）は
特
に
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
夏
秋
期
は
冬
春
期
に
比
べ

て
単
価
が
高
く
、
販
売
上
、
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

当
室
で
は
、
平
成
14
年
か
ら

四
季
成
り
性
い
ち
ご
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
23
年

に
本
県
初
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
四
季

成
り
性
い
ち
ご
新
品
種
で
あ
る

「
サ
マ
ー
テ
ィ
ア
ラ
」を
品
種
登

録
し
ま
し
た
。「
サ
マ
ー
テ
ィ
ア

ラ
」は
良
食
味
で
果
実
が
大
き

い
等
の
長
所
が
あ
る
一
方
で
、

近
年
の
猛
暑
に
よ
り
種
浮
き
果

や
着
色
不
良
果
等
の
規
格
外
品

の
発
生
が
多
く
な
る
こ
と
や
、

炭
疽
病
に
か
か
り
や
す
く
収
量

が
低
く
な
っ
て
し
ま
う
短
所
が

あ
り
、
こ
れ
ら
を
克
服
す
る
た

め
の
品
種
育
成
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

⑵
育
成
経
過

　

新
た
な
育
種
目
標
と
し
て
、

収
量
性
が
高
く
、
う
ど
ん
こ
病

や
炭
疽
病
に
強
い
こ
と
、
耐
暑

性
に
優
れ
、
種
浮
果
、
鶏
冠
果

が
少
な
く
、
日
持
ち
性
が
優
れ

る
こ
と
を
設
定
し
ま
し
た
。「
山

形
Ｓ
７
号
」は
、
平
成
24
年
度

に「
サ
マ
ー
テ
ィ
ア
ラ
」を
子
房

親
に「
な
つ
じ
ろ
う（
地
方
独
立

行
政
法
人
北
海
道
立
総
合
研
究

機
構
育
成
）」を
花
粉
親
に
し
て

交
配
し
、
選
抜
、
特
性
把
握
、

炭
疽
病
簡
易
検
定
ま
で
６
年
、

そ
の
後
、
奨
励
品
種
決
定
調
査

の
基
本
調
査
２
年
と
現
地
試
験

３
年
を
経
て
、
品
種
登
録
出
願

し
ま
し
た
。
交
配
か
ら
品
種
登

録
出
願
に
至
る
ま
で
慎
重
に
調

査
を
重
ね
、
11
年
の
歳
月
を
費

や
し
ま
し
た
。（
令
和
５
年
10
月

出
願
公
表
）

3「
山
形
Ｓ
７
号
」の
特
徴

　

草
姿
は
立
性
で
、
草
勢
は
や

や
強
い
で
す（
図
１
、
表
１
）。

果
実
形
質
は
、
果
形
が
栽
培
期

間
全
体
を
通
し
円
錐
形
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
見
た
目
が
い
ち
ご

ら
し
い
円
錐
の
形
を
し
て
い
ま

す（
図
２
、
表
１
）。
果
皮
色
と

～商品収量が多く外観が優れる
　　　　　四季成り性いちご「山形Ｓ７号」の育成～

いちご期待の新品種
「山形Ｓ７号」を紹介します！

図４.「山形 S7号」と
「サマーティアラ」の収量の比較

図３.「サマーティアラ」を基準３とした
場合の「山形S7号」の収量と果実形質

図1.「山形 S7号」の草姿 図２.「山形 S7号」と「サマーティアラ」の果実形質

乙　坂　息　吹庄内総合支庁　農業技術普及課産地研究室

収量

糖度

酸度果実
硬度

痩果
深度

山形S7号 サマーティアラ

高

低

硬

浅
深 高

低

高

低柔 2.5
1.7

1.8

1.5

0

1

2

3

4

5

「山形S7号」 「サマーティアラ」
商品収量（t/10a）

9月～11月
6月～8月4.3t

3.2t
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果
肉
色
は
や
や
淡
く
、
糖
度
と

酸
度
は
や
や
低
く
す
っ
き
り
と

し
た
味
が
特
徴
で
す（
図
２
、

３
、
表
１
、
２
）。
ま
た
、
痩

果（
種
を
含
む
部
分
）の
落
ち
込

み
は
深
く
、
種
浮
果
の
発
生
が

少
な
い
で
す（
図
２
、
３
、
表

１
、
３
）。
さ
ら
に
、
高
温
期

（
７
～
９
月
）で
も
果
実
硬
度
は

高
く
、
輸
送
性
や
日
持
ち
性
が

優
れ
る
と
市
場
か
ら
の
評
価
を

得
て
い
ま
す（
図
３
、
表
２
）。

　

収
穫
は
、
６
月
か
ら
可
能
で
、

11
月
下
旬
ま
で
の
10
a
換
算
商

品
収
量
は
4
・
3
㌧
で
あ
り
、

「
サ
マ
ー
テ
ィ
ア
ラ
」の
10
a
換

算
商
品
収
量
で
あ
る
3
・
2
㌧

を
大
き
く
上
回
り
ま
す（
図
４
、

表
４
）。
障
害
果
の
発
生
は
、

種
浮
果
や
鶏
冠
果
が
少
な
く
、

商
品
収
量
が
高
い
こ
と
が
特
徴

で
す（
表
３
、
４
）。

4
今
後
の
展
開

　

当
室
で
は
さ
ら
な
る
高
品
質

安
定
生
産
を
図
る
た
め
、「
山
形

Ｓ
７
号
」の
新
作
型
開
発
に
向

け
て
、
高
設
ベ
ン
チ
栽
培
に
お

け
る
適
正
な
養
液
濃
度
、
花
房

数
・
着
果
数
調
整
に
よ
る
初
秋

以
降
の
収
量
性
の
把
握
、
苗
増

殖
の
方
法
の
確
立
を
目
指
し
、

研
究
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
、
現
在
、
親
株
苗
の
有
償
配

布
の
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
６
年
に
は
生
産
者
に
よ
る

実
取
り
苗
の
増
殖
が
行
わ
れ
、

令
和
７
年
に
は
本
格
的
に
果
実

の
収
穫
及
び
出
荷
が
開
始
さ
れ

ま
す
。
当
品
種
の
栽
培
に
ご
興

味
が
あ
る
生
産
者
の
方
は
お
住

ま
い
の
地
域
の
Ｊ
Ａ
や
農
業
技

術
普
及
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

表1. 草姿・草勢および果実形質 z）（R2、R3庄内産地研究室）

表３. 障害果の発生割合（R3、R4庄内産地研究室）

z）農林水産省いちご属審査基準に基づき判断　　　　y）たて：へた基部から先端の長さ　よこ：最も幅が広い部分の長さ　第1花房の2,3番果調査

※株当たり総収穫個数に対する株当たり個数割合　　　z)病害虫被害果、みぞ果等

品種
開花始期（R3/5/24） 果形y）

果形 果皮色 果肉色 果心
の色

そう果の
落ち込み 光沢 空洞

草姿 草勢 たて
(mm）

よこ
(mm）

たて/
よこ

山形S7号 立性 やや強 41.1 36.8 1.12 円錐形 橙赤 淡桃 淡赤 中 中 無又は小

サマーティアラ 立性 やや強 40.0 33.3 1.20 円錐形 赤 赤 赤 小 中 中

表４.商品収量（R3、R4庄内産地研究室）

z）株当たり花房数を3本、１花房当たり果実数を3果に制限した（6/27～8/23）
y)「サマーティアラ」出荷規格で区分した秀品（果形が良く整ったもの7g以上28g未満）及び丸秀品（鶏冠果の軽微なものを含む）
※給液EC；R3は0.3～0.6ｄS/m、R4は9/25までは0.3～0.6ｄS/m、　9/26以降は 1.0ｄS/m、10/13以降は1.3ｄS/mで管理した。
※クラウン冷却；R３はクラウン冷却実施せず、R4は6/21～9/20までクラウン冷却を実施した。

年次 品種名 定植日 
（月日）

収穫 
開始日 

（月日）

収穫 
終了日 

（月日）

商品収量y) 10a換算
商品収量

（ｔ/10a）

平均
1果重
（ｇ）

6月
（g/株）

7月
（g/株）

8月
（g/株）

9月
（g/株）

10月
（g/株）

11月
（g/株）

合計
（g/株）

R4
山形Ｓ７号（花房管理）ｚ)

3/22 6/8 11/22
83 167 140 154 140 89 774 4.5 11.8

山形Ｓ７号 86 181 157 51 180 82 737 4.3 11.1
サマーティアラ 71 130 90 71 85 99 548 3.2 12.4

R3
山形Ｓ７号

3/23 6/3 11/29
133 122 71 91 98 52 566 3.3 11.8

サマーティアラ 92 83 6 79 62 37 360 2.1 12.2

表２. 果実品質（R3、R4庄内産地研究室）

ｚ）藤原果実硬度計KM-1（針頭：円筒形、3mm径、10mm高）で測定　　　　ｙ）ATAGO PR-101で測定 、6～11月の平均値
ｘ）滴定酸度クエン酸換算値（採取果汁1ml、0.1N-NaOH（1ml=0.0064gクエン酸）で滴定）、6～11月の平均値

年次 品種名
硬度z) (kg/3mmφ) 糖度y)

（°Brix）
酸度x)

（％） 糖酸比
6月 7月 8月 9月 10月 11月

R4
山形S7号 0.30 0.32 0.32 0.35 0.29 0.29 7.6 0.78 9.7
サマーティアラ 0.29 0.19 0.27 0.27 0.24 0.29 8.6 0.85 10.1

R3
山形S7号 0.30 0.32 0.40 0.40 0.39 0.35 7.3 0.75 9.8
サマーティアラ 0.23 0.28 0.31 0.38 0.39 0.41 8.5 0.83 10.2

年次 品種名 鶏冠果
（％）

種浮果
（％）

受精不良果
（％）

先詰果
（％）

先白果
（％）

その他z）
（％）

R4
山形S7号 0.4 0.1 5.8 0.0 0.3 0.9

サマーティアラ 4.6 7.7 6.0 0.3 1.0 0.3

R3
山形S7号 0.7 0.1 5.0 0.3 0.1 0.0

サマーティアラ 5.8 11.9 5.1 0.1 0.7 0.5
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1
東
北
農
林
専
門
職
大
学

の
特
徴

　

刻
々
と
変
化
す
る
国
際
情
勢

や
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な

ど
、
農
林
業
を
取
り
巻
く
情
勢

は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
時
代
の
変
化
に
対
応

し
た
経
営
戦
略
を
構
築
で
き
る

農
林
業
人
材
の
育
成
と
、
農
林

業
現
場
に
貢
献
す
る
研
究
等
に

取
り
組
む
た
め
、
県
で
は
東
北

農
林
専
門
職
大
学
を
設
置
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
農
林
業
経
営
学
部

の
１
学
部
に
、
農
業
経
営
学
科

（
入
学
定
員
32
名
）と
森
林
業
経

営
学
科（
入
学
定
員
８
名
）の
２

学
科
体
制
と
な
っ
て
お
り
、
将

来
の
山
形
、
東
北
、
ひ
い
て
は

日
本
を
け
ん
引
す
る
農
林
業
経

営
者
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

2
既
存
学
校
と
の
違
い

　

図
１
は
、
東
北
農
林
専
門
職

令和６年４月 いよいよ
東北農林専門職大学開学！

図1. 東北農林専門職大学、既存大学農学部、山形県立農林大学校の比較 て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
東
北
農

林
専
門
職
大
学
で
は
、
文
部
科

学
省
の
基
準
を
満
た
す
大
学
教

員
で
あ
る
研
究
者
教
員
と
実
務

家
教
員
※
が
理
論
と
実
践
を
つ

な
げ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
教
育

を
行
い
ま
す（
※
専
門
分
野
に

お
い
て
５
年
以
上
の
実
務
経
験

を
有
す
る
者
で
あ
り
、
生
産
技

術
の
開
発
や
品
種
改
良
等
の
実

績
を
有
す
る
者
）。
ま
た
、
専

門
職
大
学
生
用
の
学
生
寮
は
整

備
せ
ず
、
ア
パ
ー
ト
等
か
ら
通

学
す
る
た
め
、
地
域
と
交
流
し

な
が
ら
大
学
生
活
を
送
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
農
林
大
学
校
を
卒
業

す
る
と「
専
門
士
」の
称
号
が
付

与
さ
れ
ま
す
が
、
専
門
職
大
学

　
本
誌
の
昨
年
12
月
号
で
紹
介
し
た「
東
北
農
林
専
門
職
大
学
」

が
、
本
年
９
月
４
日
付
で
設
置
が
認
可
さ
れ
、
い
よ
い
よ
来
年

４
月
に
開
学
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
東
北
農
林
専
門
職
大

学
の
特
徴
や
、
施
設
の
整
備
内
容
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

大
学
と
、
既
存
大
学
農
学
部
、

山
形
県
立
農
林
大
学
校
の
違
い

を
一
覧
表
で
ま
と
め
た
も
の
で

す
。

　

県
で
は
、
農
林
業
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
の
養
成
の
た
め
、
２

年
制
の
専
修
学
校
で
あ
る
山
形

県
立
農
林
大
学
校
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
農
林
大
学
校
で
は
、

県
の
技
術
職
員
が
教
員
と
な
り
、

生
産
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し

た
充
実
し
た
実
習
が
行
え
る
こ

と
な
ど
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、

農
林
大
学
校
は
全
寮
制
で
あ
る

こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。
な

お
、
農
林
大
学
校
は
、
専
門
職

大
学
開
学
後
も
、
附
属
学
校
と

し
て
定
員
を
40
名
と
し
て
存
続

し
ま
す
。

　

既
存
大
学
は
、
教
養
教
育
に

加
え
て
、
学
術
重
視
の
専
門
教

育
を
行
う
た
め
、
教
員
は
、
研

究
者
教
員
の
み
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
大
学
の
農

学
部
で
は
、
農
業
生
産
に
加
え
、

教
養
科
目
を
学
び
専
門
理
論
を

幅
広
く
探
求
す
る
教
育
を
行
っ

古　野　伸　典山形県農林水産部　専門職大学整備推進課

東北農林専門職
大学 既存大学農学部 山形県立　

農林大学校

学校の種類 大学 大学 専修学校

修学期間 ４年間 ４年間 ２年間

教員の構成 大学教員
（研究者、実務家）

大学教員
（研究者）

県の技術職員
（普及指導員等）

取得学位
（称号） 学士（専門職） 学士 専門士（称号）

住まい アパート等 アパート等 寮（全寮制）

教育の
特徴

理論と実践を
つなげる

ハイブリッドな
カリキュラムで

・高度な生産技術
・高度な経営理論

が身につく

農林業生産に
加え、教養科目・
専門理論を幅広く

探求する

生産技術の習得を
目的とした充実した

実習と座学で
・高度な生産技術

・基礎的な経営理論
が身につく
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を
卒
業
す
る
と
、
既
存
の
大
学

卒
業
時
に
取
得
で
き
る「
学
士
」

と
同
じ
く
国
際
通
用
性
の
あ
る

「
学
士（
専
門
職
）」の
学
位
を
取

得
で
き
ま
す
。

　
3
新
築
の
大
学
校
舎

　

東
北
農
林
専
門
職
大
学
の
校

舎
は
、
現
在
の
農
林
大
学
校
校

舎
の
東
側
で
建
設
工
事
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
今
年
12
月
に
完

成
す
る
予
定
で
す（
図
２
）。
校

舎
は
、
鉄
骨
造
２
階
建
の
交
流

棟
と
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

４
階
建
の
教
育
・
研
究
棟
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
交
流
棟
の

１
階
部
分
は
学
生
食
堂
、
２
階

部
分
は
附
属
図
書
館
と
な
っ
て

い
ま
す
。
学
生
食
堂
、
附
属
図

書
館
と
も
に
、
広
く
県
民
の
皆

様
か
ら
も
利
用
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
近
く
に
お
越
し
の
際
に

は
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
交
流
棟
の
西
側
は
、
三

百
人
程
度
を
収
容
で
き
る
大
講

義
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
講

義
室
の
壁
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選

手
村
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
で
利
用

さ
れ
た
県
産
木
材
が
使
わ
れ
て

い
ま
す（
図
３
）。
大
講
義
室
は
、

入
学
式
、
卒
業
式
だ
け
で
な
く
、

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
で
利
用

す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

4
充
実
し
た
附
属
施
設

　

東
北
農
林
専
門
職
大
学
は
、

授
業
時
間
の
３
分
の
１
以
上
が

実
習
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
実
習
や
、

農
林
業
者
を
対
象
と
し
た
研
修

会
等
に
利
用
す
る
た
め
、
学
内

圃
場
内
に
４
つ
の
デ
ジ
タ
ル
実

装
研
究
・
研
修
拠
点
を
整
備
し

ま
し
た
。

⑴
気
候
変
動
対
応
型
農
業
研

究
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

果
樹
の
凍
霜
害
な
ど
、
近
年

激
甚
化
す
る
気
候
変
動
に
対
応

し
た
技
術
の
開
発
と
普
及
を
目

的
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
や
、
Ｇ
Ｉ

Ｓ
技
術
を
駆
使
し
た
研
究
や
研

修
を
行
う
た
め
の
施
設
で
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
と
締

結
し
た
連
携
協
定
に
沿
っ
た
果

樹
の
凍
霜
害
に
関
す
る
研
究
・

研
修
に
も
取
り
組
む
計
画
で
す
。

⑵
ス
マ
ー
ト
農
業
研
究
・
研
修

セ
ン
タ
ー

　

ド
ロ
ー
ン
で
収
集
し
た
デ
ー

タ
の
解
析
、
園
芸
用
施
設
の
モ

図２. 完成間近の新校舎（令和５年10月３0日現在）

図３. 大講義室の施工状況

ニ
タ
リ
ン
グ
技
術
の
開
発
と
そ

れ
ら
を
活
用
し
た
技
術
普
及
を

目
的
に
整
備
し
た
施
設
で
す
。

自
動
操
舵
ト
ラ
ク
タ
の
実
証
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
育
苗

に
関
す
る
研
修
な
ど
に
取
り
組

む
計
画
で
す
。

⑶
ス
マ
ー
ト
畜
産
研
究
・
研
修

セ
ン
タ
ー

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
利
用
し
た
肉

用
牛
の
発
情
・
体
調
監
視
シ
ス

テ
ム
や
、
分
娩
監
視
シ
ス
テ
ム

等
の
実
証
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

利
用
し
た
新
し
い
牛
体
内
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
技
術
の
開
発
を
目

的
に
整
備
し
た
施
設
で
す
。
地

元
企
業
と
連
携
し
た
肉
用
牛
の

体
調
監
視
シ
ス
テ
ム
の
共
同
研

究
に
も
取
り
組
む
計
画
で
す
。

⑷
ス
マ
ー
ト
森
林
業
研
究
・
研

修
セ
ン
タ
ー

　

レ
ー
ザ
ー
測
量
等
で
集
積
し

た
デ
ー
タ
の
解
析
、
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
森
林
デ
ー
タ
の
集
積
及

び
解
析
の
実
証
と
技
術
開
発
を

目
的
に
整
備
し
た
施
設
で
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
森
林

経
営
計
画
の
作
成
や
作
業
道
の

敷
設
計
画
等
に
関
す
る
研
究
・

研
修
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

こ
れ
ら
４
つ
の
施
設
に
は
、
光

回
線
を
敷
設
し
て
通
信
環
境
を

整
備
す
る
な
ど
、
最
新
の
デ
ジ

タ
ル
技
術
が
研
究
・
研
修
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

5
地
方
創
生
に
向
け
て

　

東
北
農
林
専
門
職
大
学
の
設

置
意
義
の
一
つ
と
し
て
と
し
て
、

「
人
材
育
成
及
び
研
究
開
発
を

担
い
、
東
北
創
生
の
拠
点
と
な

る
」こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

入
学
し
て
く
る
学
生
の
教
育
・

人
材
育
成
は
も
と
よ
り
、
山
形
、

東
北
の
農
林
業
に
貢
献
す
る
研

究
開
発
に
も
取
り
組
み
、
地
方

創
生
の
け
ん
引
役
と
な
る
よ
う

に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

庄
内
地
域
の
農
業
関
係
者
の
皆

様
か
ら
は
、
引
き
続
き
、
御
支

援
・
御
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
北
農
林
専
門
職
大
学
の
最

新
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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～令和５年の高温少雨の経験から学ぶこと～～令和５年の高温少雨の経験から学ぶこと～
2024米づくりフォーラム in 庄内2024米づくりフォーラム in 庄内

令和6年1月10日（水）13:30～16:00
いろり火の里　文化館なの花ホール　多目的ホール
（三川町大字横山字堤172-1　　電話：0235-66-4863）

1 目　　的

4 内　　容

5 参集範囲

6 主　　催

7 参加申込

開　　会

閉　　会

会場準備（5分）

会場準備（5分）

休　　息（5分）

山形おいしさ極める！米づくりプロジェクト庄内地域本部食味コンクール
表彰式（つや姫の部、雪若丸の部、はえぬきの部）

演　題：「地球温暖化と日本のコメ生産への影響」
講　師：国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構
　　　　　　　　　　　　　農業環境研究部門　気候変動適応策研究領域
　　　　　　　　　　　　　作物影響評価・適応グループ　グループ長 酒井 英光 氏

現地報告：「令和５年産米の作柄解析と影響緩和の事例紹介」
　　　　・農業総合研究センター水田農業研究所　 　　　　【作柄解析】
　　　　・庄内総合支庁農業技術普及課･酒田農業技術普及課【事例紹介】

情報提供：「農業セーフティーネットについて」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山形県収入保険加入推進協議会

13:30

16:00

13:35
～13:55

14:00
～
15:00

15:05
～
15:45

15:50
～16:00

　庄内地域は、国内有数の米どころとして、長年、高品質・安定生産に取組み、消費者・実需者の
信頼を築いてきました。
　しかし、令和５年夏の気象は、これまでに経験したことのない高温少雨が続き、山形県農業に
大きな影響をもたらしました。稲作では、特に、玄米品質への影響（白未熟粒の発生）が大きく、
落等の要因となりました。
　そこで、この経験を踏まえて、米どころ産地としてどう取組むか、生産者と関係者が令和５年の
気象を振り返り、稲作へ与えた影響と対策を見出すとともに、引き続き次世代を担うブランド米
産地として高品質・安定生産の維持を図るため、標記フォーラムを開催します。

庄内地域米生産者（つや姫認定生産者、雪若丸登録生産組織 等）
庄内地域関係機関・団体（ＪＡ、市町、土地改良区、ＪＡ全農山形 等）
約200名
山形おいしさ極める！米づくりプロジェクト庄内地域本部
山形「つや姫」「雪若丸」ブランド化戦略推進本部庄内地域本部
庄内地域つや姫マイスターの会

令和５年１２月１８日(月)まで最寄のJAまたは普及課にお申し込みください。

（事務局）庄内総合支庁産業経済部農業技術普及課･酒田農業技術普及課
　　　　　全国農業協同組合連合会山形県本部米穀庄内推進室〔　　　　　　　　　　　 〕

2 日　　時

3 場　　所
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